
車いすのまま作業できるプランターに花を
植えるお年寄り（北淡町野良のあわじ荘で）

－
適
石
科
引
き
†
卜
川
り
を
」

咽
鶉
鮎
設
立
総
会
で
要
請
決
定

い
す
の
ま
ま
園
芸

北
淡
の
特
雫
教
室
痴
ほ
う
防
止
効
果
に
注
目

車
い
す
の
ま
ま
作
業
で
き
る

園
芸
道
具
を
使
っ
た
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
教
室
が
二
十
五
日
、
北
淡

町
野
島
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
「
あ
わ
じ
荘
」
　
（
市
野
明
所

長
）
で
、
島
内
で
初
め
て
開
か

れ
た
。
植
物
の
癒
や
し
効
果
を

利
用
す
る
「
園
芸
療
法
」
は
痴

ほ
う
を
防
ぐ
効
果
が
注
目
さ
れ

て
お
り
、
福
祉
関
係
者
ら
が
関

心
を
持
っ
て
見
守
っ
た
。

卓
い
す
使
用
者
に
と
っ
て
園

芸
は
か
が
ん
で
の
作
業
が
多
い

た
め
敬
遠
さ
れ
て
き
た
。
し
か

し
璽
苔
療
法
が
脚
光
を
浴
び
、

車
い
す
で
作
業
が
で
き
る
韓
具

が
次
々
と
開
発
さ
れ
て
い
る
。

同
荘
で
は
入
所
者
の
生
活
に

園
芸
を
取
り
入
れ
よ
う
と
こ
の

ほ
ど
、
建
材
メ
ー
カ
」
な
ど
の

協
力
で
、
高
さ
が
七
十
－
八
十

五
琴
ま
で
調
節
で
き
、
車
い
す

で
近
づ
き
や
す
い
形
を
し
た

「
高
脚
付
き
こ
高
プ
ラ
ン
タ
ー
」

五
台
を
導
入
し
た
。

こ
の
日
は
、
県
立
淡
路
景
観

園
芸
学
校
で
園
芸
療
法
を
担
当

す
る
藤
野
守
弘
・
主
任
景
観
園

芸
専
門
員
が
指
導
。
下
半
身
が

不
自
由
で
車
い
す
生
活
を
送
る

お
年
寄
り
約
二
十
人
が
、
久
し

ぶ
り
に
触
れ
る
土
の
感
触
を
楽
一

し
み
な
が
ら
ペ
チ
ュ
ニ
ア
を
植

え
込
み
、
同
荘
の
女
性
（
7
4
）
は

「
足
を
悪
く
し
て
璽
芸
か
ら
遠

の
い
て
い
ま
し
た
が
、
ほ
ぼ
一

年
ぶ
り
に
楽
し
み
ま
し
た
」
と

目
を
輝
か
せ
て
い
た
。

講
習
会
に
は
、
福
祉
士
ら
約

十
五
人
も
参
加
。
同
荘
の
幸
田
′

豊
秋
次
長
は
「
青
ん
で
い
る
姿
え
る
機
会
を
作
り
た
い
」
と
憩

が
印
象
的
。
年
五
、
六
回
は
植
し
て
い
た
。

「
横
路
島
・
神
戸
淡
路
鳴

門
自
動
車
道
利
用
促
進
会

議
」
の
設
立
総
会
が
二
十
五

日
、
洲
本
市
の
洲
本
商
工
会

議
所
で
開
か
れ
た
。
島
内
各

種
団
体
代
表
ら
が
出
席
、
同

自
動
車
道
の
通
行
料
引
き
下

げ
を
強
く
求
め
て
い
を
」
と

を
決
め
た
。

．
明
石
海
峡
大
橋
を
含
む
同

自
動
車
道
が
平
成
十
年
に
全

面
開
通
し
た
が
、
厳
し
い
経

済
情
勢
で
利
用
は
伸
び
悩
ん

で
い
る
。
ま
た
、
平
成
十
五

年
三
月
未
ま
で
は
特
別
料
金

（
2
0
％
引
き
）
が
設
け
ら
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
料
金

が
高
い
た
め
、
ト
ラ
ッ
ク
な

ど
が
島
内
の
一
般
道
を
走

り
、
交
通
事
故
多
発
や
環
境

悪
化
な
ど
の
心
配
が
あ
る
。

特
別
料
金
期
間
が
切
れ
る
ま

で
一
年
足
ら
ず
と
な
っ
た
た

め
、
同
商
議
所
や
牧
路
地
区

商
工
会
連
絡
協
議
会
、
淡
路

地
区
連
合
自
治
会
な
ど
計
十

団
体
が
発
起
人
と
な
り
、
会

議
を
設
立
し
た
。

総
会
に
は
、
約
五
十
団
体

の
代
表
が
出
席
。
同
商
議
所

の
家
斉
谷
史
郎
会
頭
が
「
橋

と
高
速
道
路
の
高
い
料
金
が

流
通
・
観
光
産
業
の
発
展
の

ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
。
通

行
料
引
き
下
げ
を
求
め
る
声

は
高
ま
っ
て
お
り
、
恒
久
的

な
大
幅
引
き
下
げ
な
ど
の
実

現
に
向
け
て
運
動
を
展
開
し

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
発
起

人
会
は
す
で
に
約
八
十
団
体

に
声
を
か
け
て
い
る
。
同
会

議
は
賛
助
金
〓
ロ
三
千

円
）
も
募
っ
て
い
る
。


